
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

第１５０５回例会 ２０１６年７月２８日(木) (晴） 

 

司 会 柳川清紀副幹事 

点 鐘 瀬戸誠会長 

合 唱 「手に手をつないで」(酒井健一君) 

「四つのテスト」(原郁夫君) 

御誕生記念日 ＜会員＞柳川君（７/２８） 

＜奥様・ご主人＞米山君（８/３） 

会社創業記念日 相原君（８/１）、吉田さん（８/１） 

 

 

○ 「今日は何の日」、今日は「世界肝炎デー」です。皆さ 

ん健康には十分気を付けて下さい。 

○ 今日は会長になって初めてのクラブフォーラムを開催 

させて頂きます。当初、年間活動計画書を作成した時 

に何を指標にするかと考え「イノベーション」を一つ 

の指標として作成しました。 

「イノベーション」とは、新しいアイデアや考え方、

手法技法・価値観・発明など幅広く革新的結果を招く 

行為及び考え方を指します。 

そこでノーベル賞受賞のアメリカの経済学者 ジョセ 

フ・スティグリッツ氏が日本の雑誌のコメントインタ 

ビューにこう答えています。「２１世紀もどこの国が一 

番伸びるのか？」との質問に「アメリカです。２０世 

紀もそうだったが、２１世紀も同様だ。」とのこと。 

「何故ならアメリカは常に新しいものを考え続ける。 

テレビにしても洗濯機・自動車にしても人が要求する 

楽しいことを考え付いたのは常にアメリカが考えた。」 

ということだ。「しかし、最近の中国の経済成長は凄い 

です。アメリカ一国ということはないでしょう。」との 

質問に「確かに中国も日本も韓国も基本的には経済成 

長はしているが、アメリカが考えた物を物真似で作っ 

ただけ。例えば、1980年代に売上高1位～100位まで 

の企業が35年後の2015年には100位までの中の90 

数社が変わっている。それに引き換え日本では逆に10 

社ないのが現状です。そういった意味でもアメリカは 

常に新しいイノベーションを持っているので成長す 

るわけだ。」と回答。 

そこで日本の記者が「日本の匠の技術は世界に誇れる 

ものです。」これに対して、「いや、世界中の国がそう 

思っている。経済成長をするということはそういうこ 

となのだ。」とのこと。 

この言葉に感銘し、組織を運営するにはやはりイノベ 

ーションが必要不可欠と思い、今年度の年間活動計画 

書を作成しました。 

○ 今日、クラブフォーラムの中で「軽便鉄道」につい 

て、陶山委員長と共に説明させて頂きます。またその 

他にも９月第４例会に朝鮮大学校に見学に行きたいと 
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8月4日(木) 

○長谷部ガバナー補

佐 公式訪問 

公式訪問に向けて 

○定例理事会 

出席数     24名    

出席率 70.59％    

前々回

の修正 

  71.88％    

 例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

 事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

会 長 瀬戸 誠  幹 事 前  肇  会報委員長 鈴木和夫 

2016 年～2017 年度国際ロータリー会長 
ジョン・ジャーム 

人類に奉仕するロータリー 

会長の時間 



事業計画にあります。これは今年度の指標であるイノ 

ベーションであって、新しいことをやり皆さんの関心 

度を上げて活力を出して行こうという趣旨です。 

ロータリークラブは非政治的且つ非宗教的であらゆる 

文化・宗教に開かれていると謳っているので、この企 

画を取りました。今日は質疑を取りませんので、会長・ 

幹事・委員長を通して皆様からのご意見を伺いたいと 

思っています。この企画が不適切であれば変更も吝か 

ではありません。皆様よろしくお願い致します。 

○ ガバナー事務所より 

１．ロータリー財団１００周年記念シンポジウム開催 

案内 

日時：2016年11月27日(日) 13：00～16：30 

場所：ＪＴタワー・ＫＩＴＴＥ４階（ＪＲ東京駅丸の 

内南口徒歩1分） 

  登録料：ロータリアン・財団学友：10,000円 

  地区締切：9月24日(水) 

  ２．２０１９年度規定審議会代表議員選出の件 

  指名委員会構成 

  委員長 ⇒ 山地裕昭（足柄） 

  委 員 ⇒ 奥津光弘（秦野中） 

  委 員 ⇒ 後藤定毅（大和中） 

３．代表議員候補者提案に関する告知 

 国際ロータリー細則第13条(13.020.4)の規定に基づき、 

2019年規定審議会の代表議員候補者として、貴クラブ 

から最適任の会員を、2016年9月23日(金) 12：00 

迄にガバナー事務所気付 地区指名委員会宛に提案す 

ることを要請します。 

 

 

 

【受付文書】 

 ①第７グループ青少年交換学生分担金（上期）振込のご 

案内 

 ②国際ロータリー日本事務局経理室より、8月のロータ 

リーレートのお知らせ  １ドル＝１０２円 

【例会変更】 

 ［伊勢原］8月10日(水) → 夜間例会 

（点鐘 18：30）「こみや料亭」 

［秦 野］8月16日(火) → 休会 

    8月23日(火) → 夜間納涼例会  

          （点鐘 18：00）「於：石庄庵」 

    8月30日(火) → 定款による休会 

［秦野中］8月  5日(金) → 8月7日(日) 夏祭り納涼家 

             族親睦会、 

場所：滝沢キャンプ場 

      8月12日(金) → 休会 (盆休み) 

      8月19日(金) → 夜間例会 (点鐘 19：00) 

            場所：秦野商工会議所 ４階 

【本日の配布物】①ロータリーの友 

      ②今井亜子さんからメキシコのお菓子の 

       お土産があります。興味のある方はご 

賞味下さい。 

 

 

○ 瀬戸誠君 「今月は初めてのフォーラムですので、 

皆様よろしくお願いします。」 

○ 前肇君 「スマイルします。」 

○ 中西聡君 「誕生日祝いありがとうございます。」 

○ 柳川清紀君 「誕生祝いありがとうございます。」 

○ 吉田久美子さん 「創業記念のお祝いありがとうご 

ざいます。」 

○ 諸星利男君 「家内の誕生祝い誠にありがとう存じ 

ました。スマイル致します。」 

○ 山谷洋子さん 「スマイルします。」 

○ 陶山典之君 「スマイルします。」 

○ 桐山晃忠君 「梅雨明けにスマイル。」 

○ 鈴木和夫君 「梅雨明けが発表され、夏本番がやっ 

て来ます。体調管理には十分注意しましょう。昨日 

次男の第一子が誕生しました。子・孫で初めての女 

の子です。」 

○ 北村まり子さん 「スマイルします。」 

○ 仲野亜津子さん 「長い梅雨がやっと明けましたね。 

これから暑い日が続くと思いますので夏バテしないよ 

う気をつけましょう。」 

○ 北村俊和君 「先週夜間例会へ多数出席ありがとう 

ございます。スマイルします。」 

○ 諸星道治君 「スマイルします。」 

○ 古谷スミ子さん 「本日で７月も終わります。本年 

は例会数が少なくなっておりますので、スマイルのチ 

ャンスが減っております。チャンスを逃さずご利用下 

スマイル報告 

幹事報告 



さい。」 

                合計 56,000円 

 

 

○ 研修委員会  古谷スミ子委員長 

 

・6月15日(水) 「規定審議会の報告会について」とい 

う文章が回って来たので参加して参りました。 

内容は、「規定委員会の報告」です。2013年に在籍さ 

れていた方は全員持っていると思いますが、この写真 

のような冊子（手続き要覧）はお持ちでしょうか？こ 

の冊子は３年に１回国際ロータリーから発行され、そ 

れについて日本語に訳して発行されるものです。今年 

は新しいものが出されますが、全部が全部印刷される 

わけではないので今あるものも大事にして下さい。 

・この手続き要覧の中にロータリーの憲法のような「規 

定」というものがあります。先程会長よりイノベーシ 

ョンという話しがありましたが、新しい考え方・新し 

い方法を取り入れていくのがロータリーかなと、それ 

が100年営々と生きていくロータリーの活力の元かな 

と思っています。 

・その規定審議会に後藤パストガバナーがアメリカま 

で行き審議されて来られ、その報告会がありました。 

①クラブの入会金が今年から払わなくて良いと変わっ 

 ています。但し、各クラブの裁量で徴収することは 

 できます。 

②例会の開催数少なくなっていると話しましたが、祭 

日のある週は休会にできるという規定があります。 

③問題点が一つあります。活動計画書の中の会計の中 

 に人頭分担金を増額するというのがきておりますが 

 これについては会長・幹事会の方で説明があるよう 

 です。 

このようにして、ロータリーが日々刻々と変化してい 

るということを規定審議会で報告がありました。 

また、今年新しい「手続き要覧」が来ますが白い部分 

と黄色の部分がありますが、印刷されて皆様に配布さ 

れるものは黄色の部分だけとなります。よって現状お 

持ちの手続き要覧も必要なわけで、ロータリーのこと 

で分からないことがありましたら、この手続き要覧を 

ご覧頂きたいと思います。 

・地区大会について、10月15日(土)・16日(日)とあ 

ります。その際のお手伝いですが、名水ロータリーを 

代表して委員会に出席しており、だいぶ話しも煮詰ま 

って来ましたが、具体的にはまだ決まっていません。 

が、お手伝いの要請が来ましたら是非ともご協力をお 

願い致します。 

 

○ 会報・雑誌・ＩＴ委員会  鈴木和夫委員長 

・お手元にＤＶＤディスクがありますが、昨年米山年 

度の写真が収録されておりますので、是非時間があれ 

ば鑑賞して下さい。 

  ・７月度の週報がやっと体制が整いまして順調に作成 

  できるようになりました。 

  ・先程配布されましたロータリーの友の48頁に古谷 

  さんが説明された内容が載っているようですので是非 

  ご一読をお願い致します。 

 

○ プログラム委員会 加藤一也委員長代理柳川清紀

副幹事 

・８月の予定を報告します。 

 ８/４⇒長谷部ガバナー補佐公式訪問 

 ８/11⇒休会 

 ８/18⇒総会 

 ８/25⇒佐野ガバナー公式訪問 

 

 

議題：軽便鉄道事業について  

発表者：軽便鉄道発電機実行委員会 陶山典之委員長 

○ 今年度の方針でもあります、災害時の避難所でのス 

マートフォンの電源供給システムと発電機の供給 

を計画していくことが基本であります。 

    名水ロータリークラブの会員の総意が得られれば 

秦野市の歴史的文化遺産である「軽便鉄道」の復刻 

レプリカの作成を社会奉仕委員長と共に計画立案 

制作を目指したいという方針を元に説明したいと 

思います。 

○ 配布資料により「軽便鉄道」の ①沿革、②路線図、 

③構造等の紹介説明をした。 

皆様のご協力を得て、是非この大きなレプリカを制 

  作したいと思いますのでよろしくお願い致します。 

委員会及びその他の報告 

クラブフォーラム 



 

○ 「軽便鉄道」補足説明 瀬戸誠会長 

  ＊「軽便鉄道」事業をどうして実施するのか？ 

   イノベーションということもあるが、基本的には 

   クラブを活性化したい。そして対外的に見て頂き新 

しい会員の方に来て頂けたらとの思いから企画し 

ました。 

  この企画したメリットを８つ挙げたいと思います。 

 ①30周年事業とリンクできること 

 ②イノベーションによって会員増強が得られるので

はないか 

  ③実際秦野の工業会の方々とタイアップすること 

   で交流ができる 

  ④古谷市長がおられることで、積極的に協力を得ら 

れる名水ロータリークラブは恵まれている 

  ⑤今、鉄の国際相場が非常に安くなっているのでこ 

   の機会に是非実施したい 

  ⑥スマイル基金の運用の仕方 

  ⑦若い会員が活動できる今年度にこの企画を見て 

みたい 

  ⑧完成すると半世紀は秦野の郷土文化遺産として 

   残り、名水ロータリーを市民の方々に知らしめる 

   ことができる 

 ＊今日初めて公式の場で概要説明をしました。８月第 

  ３例会の際に皆様からの質問を受けたいと思いま 

す。９月第１・第２例会もクラブフォーラムとなっ 

ているので審議を進めたいと思います。 

  この企画は、スマイル基金が大幅に減ることも予想 

される為、会員の皆様の総意が得られなければ実行 

することはできません。 

９月第２例会時に記名式で賛否を問いますのでよ 

ろしくお願い致します。 

 

 

 

  


